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SCONA TPPE 1102 PALL

SCONA TPPE 1102 PALL
フィラーおよび／または繊維入りポリエチレンコンパウンド用改質剤、およびポリアミド／ポリエチレ
ンブレンドの相溶化剤

製品データ

組成
無水マレイン酸で官能基化されたポリエチレン（LLDPE）

一般性状
本データシートに記載した数値は代表値であり、品質規格ではございません。

MFR (190 °C, 2.16 kg): 1-6 g/10 分
乾燥減量 (3時間, 110 °C): < 0.5 %
MAH 含有率: > 1.5 %
形状: 粉末状

食品接触用途
最新の食品接触用途に関する法的適合状況についてはお問い合わせ下さい。
または、www.byk.comにてご確認下さい。

貯蔵および輸送
40℃以下で貯蔵および輸送を行ってください。 湿気を避けて下さい。
密封した容器に入れ、乾燥した、十分に換気された冷暗所に保管して下さい。

特記事項
製品がわずかに変色することがありますが、効果に影響はありません。

適用分野

熱可塑性樹脂

特長
SCONA TPPE 1102 PALLは、無水マレイン酸で官能基化したポリエチレン（LLDPE）をベースとする改質剤です。
本添加剤は、プラスチックリサイクルにおける優れた相溶化剤です。また、SCONA TPPE 1102 PALLは、ポリエチレン
木材やポリエチレンガラス繊維コンパウンド、ポリエチレン／フィラーコンポジット（ATHや水酸化アルミニウムなど）の
優れたカップリング剤としても機能します。さらに、高充填ポリエチレンコンパウンドの機械的特性を向上させます。

推奨添加量
繊維/充填剤の含有量に応じて、全配合に基づいて2～4%の添加剤(供給時)
ポリアミド／ポリエチレン・ブレンド中のポリエチレン含有量に基づいて、30%の添加剤(供給時)

上記の推奨添加量は初期値としてご利用ください。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。

添加方法
効果的なコンパウンドのためには、繊維／フィラーの広範な濡れが必要です。このため、添加剤は 押出機のメインフィ
ードに添加する必要があります。
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